
私達のチーム状況は、６年生　５人、５年生　１人、４年生　５人、３年生　５人、２年生　３人の

１９人となっています。

このチーム状況の中、全国大会に行くことができたのは年間２００近くの試合を

経験してきたからではないかと思います。

監督・コーチ・保護者・相手をしてくださったチームの方々に感謝です。

そして全国大会出場が決まってからは、今まで戦ってきたチームがお守りを作ってくれたり

応援の手紙や色紙を書いてくれました。

私達だけの全国大会ではないと強く感じました。

大会では神奈川と新潟の代表チームと戦い、負けてしまいましたが

全力で戦ったので悔いはありません。

私自身は新潟戦でケガをしてしまい最後までコートに立つことはできませんでしたが

仲間が私の分まで戦ってくれたので最高の試合でした。

代々木体育館の大観衆の中でバスケットをさせてもらえた事、私は一生忘れません。

これまで支えてくれた監督、コーチ、保護者、バスケット関係者の方々、

応援をしてくれたたくさんの方に感謝の気持ちでいっぱいです。

第４４回全国ミニバスケットボール大会に出場して

麻里布ミニバス　＃４　河村　美海

ありがとうございました





第４４回全国ミニバスケットボール大会に出場して

夢にまで見た全国大会に初出場しました。１１年前、１０年前と、２年続けて惜しいと

ころで逃した経験をへての悲願達成です。

今年は、選手の学年構成も厳しく、決して強いとは言えないチームでしたが、なんとか

予選を勝ち抜くことができました。

そんなチームですので、全国大会では厳しい戦いになることが予想されました。案の定、

強豪チーム（神奈川県と新潟県）との予選リーグで２敗。しかも、かなり大きな点差をつ

けられてしまいました。全国大会の厳しさを痛烈に思い知らされることとなる苦い初出場

となりました。

指導者として、選手に力をつけてやれてなかったなと反省させられました。が、チーム

にとりまして今回の経験は、何ものにも代えがたい大きな財産となり、今後のチーム創り

にしっかり生かしていきたいと思います。

地区予選・県予選から麻里布ミニバスを応援してくださったみなさま、本当にありがと

うございました。この場をお借りしてお礼申し上げます。

                             麻里布ミニバス女子

                               監督 棚倉 剛


